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 2000年代以降の IT技術の急速な発展により、多くの人がインターネットを通じ、日本のこと

を知るようになった。工藤（2006）からは、インターネットに載せている日本の大衆文化（例え

ばアニメ、ドラマ、テレビ番組など）を学習リソースとして日本語を学習する人が多く存在する

ことが分かった。一方、日本語教師を対象とした保坂他（2004）の映像教材に関する調査ではア

ニメ、映画、ドラマなどのような非教育用の映像教材を使っても、その効果があまり感じられな

いことが浮かび上がっていた。そこで本研究は学習者の立場から学習リソースとしての情報バラ

エティー番組の使用状況と可能性を明らかにするため、以下の 4つのリサーチクエスチョンを設

定した。 

１．日本語学習者は情報バラエティー番組を視聴しているのか、視聴状況の全体像はどうなの

か。 

２．情報バラエティー番組は学習リソースとして、日本語学習のどのような面に役立つのか。 

３．情報バラエティー番組は教科書の補助的な役割を果たしているのか。 

４．情報バラエティー番組が自分の日本語学習に役立ったと感じる学習者はどのような学習法

を使っているのか。 

 本研究はまず 38名の日本語学習者を対象に情報バラエティー番組の使用状況に関するアンケ

ート調査を実施する。その結果から情報バラエティー番組の視聴状況、使用者の感想、日本語学

習への影響などを考察する。次にアンケート調査で情報バラエティー番組が自分の日本語学習に

大きく役立ったと回答した 2名の協力者に半構造化インタビューをし、彼らがどのような学習ス

トラテジーを使っているか、情報バラエティー番組を学習リソースとしてどのように考えている

かなどを聞く。インタビュー内容は全部録音して文字化し、分析を行う。 

 アンケート調査とインタビュー調査の結果の分析からリサーチクエスチョン１の「日本語学習

者は情報バラエティー番組を視聴しているのか、視聴状況の全体像はどうなのか」については、

大半の学習者（25名）が情報バラエティー番組を視聴したことがあり、半数近くの学習者はイン

ターネットを通じて情報バラエティー番組を視聴している。学習者の一ヶ月の平均視聴回数は

7.6回、一ヶ月の平均視聴時間数は 21.7時間である。その中、来日年数と共に情報バラエティー

番組の視聴頻度が減少する傾向が見られている。原因は「生活環境の変化」、「来日前と比べれ

ば日本の情報が身近になった」、「日本語学習への関心が減った」と考えられる。 

 リサーチクエスチョン２の「情報バラエティー番組は学習リソースとして、日本語学習のどの

ような面に役立つのか」については、アンケート調査から情報バラエティー番組視聴歴のある学

習者は全員自身の日本語学習に役立ったと回答した。役立ったところは「会話面」・「情報

面」・「語彙面」などが挙げられる。 

 リサーチクエスチョン３の「情報バラエティー番組は教科書の補助的な役割を果たしている

か」については、インタビュー調査対象Ｓ１は日本語教科書をほとんど使用せず、情報バラエテ

ィー番組を「主教材」に使って日本語を学習してきたのに対し、Ｓ２は最初日本語教科書を主教

材に使っているが、次第に情報バラエティー番組を「主教材」替わりに使うようになった。結果

としてＳ１の会話はうまくできるものの、文章を書く時の文法ミスが多い。Ｓ２はそのような現



象が見られていない。従って、情報バラエティー番組は使い方によって教科書の補助的な役割を

果たしていると考えられる。 

 リサーチクエスチョン４の「情報バラエティー番組が自分の日本語学習に役立ったと感じる学

習者はどのような学習法を使っているのか」については、「情報バラエティー番組に出た知らな

い単語を調べて、ノートに書き留め、記憶する」、「情報バラエティー番組の出演者の発話を真

似する」、「情報バラエティー番組の内容を文字化する」という学習ストラテジーが使われてい

る。 

 リサーチクエスチョンの答えを探すために質的研究を使用したため、一部の結果は広く一般化

することができない。とくに学習ストラテジーに関する部分はインタビューだけで得られた結果

なので、ほかの学習者はこの学習ストラテジーに合っているかどうか、これから検討していく必

要がある。 
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